
は
じ
め
に

能
〈
自
然
居
士
〉
の
研
究
は
現
在
で
は
一
段
落
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
伊
藤
正
義
氏
の
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲

集
』
中
（
昭
61
）
所
収
の
「
各
曲
解
題
」
に
そ
の
研
究
史
が
要

領
よ
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
六
十
一
年

ま
で
の
研
究
状
況
が
把
握
で
き
る
。
そ
こ
で
も
引
用
さ
れ
る
私

の
①
「
作
品
研
究
〈
自
然
居
士
〉」（「
観
世
」
昭
56
年
11
月
）
が
、

研
究
史
に
一
石
を
投
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

爾
来
私
は
、
②
岩
波
講
座
「
日
本
文
学
と
仏
教
」
第
九
巻
『
古

典
文
学
と
仏
教
』（
平
７
）
所
収
「
第
七
章
　
能
・
狂
言
」、
③

「
身
売
り
説
話
と
能
ー
〈
自
然
居
士
〉〈
桜
川
〉
の
場
合
ー
」

（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
平
６
年
11
月
）
と
追
考
を
重
ね
、
そ

の
す
べ
て
を
拙
著
『
能
・
狂
言
研
究
ー
中
世
文
芸
論
考
ー
』（
三

弥
井
書
店
、
平
９
年
５
月
）
に
収
め
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
で

は
考
え
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
究
し
た
い
。

「
無
而
忽
有
」（『
天
狗
草
紙
』）
の
こ
と

『
天
狗
草
紙
』
伝
三
井
寺
巻
の
自
然
居
士
の
画
に
記
入
さ
れ

た
居
士
の
境
涯
を
示
す
歌
「
い
つ
く
よ
り
き
た
る
も
し
ら
ぬ

さ
ゝ
ら
た
ら
う
　
無
而
忽
有
た
る
自
然
こ
し
き
そ
」
の
う
ち
、

難
解
と
さ
れ
て
い
た
「
無
而
忽
有
た
る
」
に
つ
い
て
、
私
は
次

の
よ
う
に
解
し
た
（
前
掲
①
論
の
注
６
）。
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【
論
文
】

〈
自
然
居
士
〉
研
究
拾
遺
二
題
―
―

「
無
而
忽
有
」
・
「
大
法
」
―
―

田
　
口
　
和
　
夫

『
天
狗
草
紙
』
伝
三
井
寺
巻
に
見
え
る
自
然
居
士
の
境
涯
を
示
す
歌
に
見
え
る
難
語
「
無
而
忽
有
」
の
読
み
を
「
む
に
こ
つ
う
」
と
確

定
す
る
。
ま
た
、
自
然
居
士
が
女
児
を
救
出
す
る
と
き
に
主
張
し
た
居
士
側
の
「
大
法
」
に
は
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
。
併
せ
て

〈
自
然
居
士
〉
の
あ
る
べ
き
演
出
を
述
べ
る
。



「
無
而
忽
有
た
る
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
列
子
天
瑞
」

を
ひ
い
て
「
無
而
生
有
」
を
「
無
の
中
か
ら
生
出
す
る
」

と
す
る
の
に
適
合
し
よ
う
か
。「
本
来
空
」
を
の
べ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、「
無
よ
り
生
れ
た
る
」
か
。

最
近
、
古
書
肆
よ
り
安
永
五
年
刊
、
粟
津
義
圭
師
述
『
御
伝

鈔
演
義
初
編
』（
六
冊
）
な
る
版
本
を
購
求
し
、
一
読
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
行
き
当
た
っ
た
。
釈
迦
如
来
が

な
ぜ
自
然
化
生
せ
ず
に
摩
耶
夫
人
の
胎
内
か
ら
生
ま
れ
た
の
か

と
い
う
疑
問
を
解
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の

第
一
に
は
、
相
談
の
し
易
い
御
一
門
か
ら
済
度
し
始
め
よ
う
と

い
う
こ
と
か
ら
だ
と
述
べ
、
次
に

二
ニ
ハ
モ
シ
自
然
化
生
シ
玉
フ
時
ハ
。
氏
系
図
カ
ナ
ヒ
ニ

依
テ
。
人
カ
見
テ
モ
恭
敬
ノ
心
ヲ
起
サ
ヌ
ユ
ヘ
、
浄
飯
王

ノ
王
子
ト
生
レ
玉
ヒ
テ
。
彼
尊
ア
ナ
タ

ハ
転
輪
聖
王
ノ
御オ

姓
種
ス
ヂ
メ

ヂ

ヤ
ト
敬
ヒ
慕
ハ
レ
テ
法
ヲ
弘
メ
タ
ヒ
ト
ノ
思
召
シ
。
三
ニ

ハ
若
シ
仏
ノ
無
而
忽
有

ム

ニ

コ

ツ

ウ

ト
化
生
ナ
サ
レ
テ
ハ
。
衆
生
カ
見

テ
彼
尊
ハ
ツ
ネ
ノ
人
間
テ
ハ
ナ
ヒ
。
所
詮
企
テ
及
レ
ヌ
事

ト
。
総
々
カ
手
ヲ
引
テ
。
一
向
ニ
ヨ
リ
ツ
ク
マ
ヒ
。
夫
テ

ハ
御
済
度
ガ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
シ
食
ス
カ
ラ
。
人
並
ニ
父
母
ヲ

頼
セ
ラ
レ
。
摩
耶
夫
人
ノ
胎
内
ヨ
リ
誕
生
シ
玉
フ
（
中
略
）

四
ニ
ハ
モ
シ
無
而
忽
有
ト
化
生
ナ
サ
レ
タ
ラ
ハ
。
那
的
ア

レ

ハ

幻
術
者
か
飯
綱
イ
ツ
ナ

ツ
カ
ヒ
ノ
仕
事
シ
ワ
サ

カ
。
又
ハ
化
生
ノ
妖
物
ハ
ケ
モ
ノ

カ

ト
気
味
ワ
ル
ガ
リ
テ
ヨ
リ
ツ
ク
者
ハ
ア
ル
マ
ヒ
ト
思
食
シ
。
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続
日
本
絵
巻
大
成
19
『
土
蜘
蛛
草
紙
・
天
狗
草
紙
・
大

江
山
絵
詞
』
中
央
公
論
社
　
昭
59

59
頁



ア
リ
フ
レ
タ
胎
生
ヲ
示
シ
玉
フ
。
偖
五
ニ
ハ
有
余
師

ウ

ヨ

シ

ノ
説

ヲ
挙
テ
。
止
身
骸
故
受
胎
ト
ア
ル
ハ
。
無
而
忽
有
ノ
化
生

テ
ハ
。
御
入
滅
ノ
時
モ
ハ
ツ
ト
消
テ
シ
マ
フ
テ
。
塵
灰
チ
リ
ハ
イ

モ

此
世
ニ
ハ
ノ
コ
ラ
ヌ
。
然
ル
ニ
仏
ノ
ヤ
ハ
リ
胎
生
ヲ
示
シ
。

肉
身
ノ
形
ヲ
受
玉
ヒ
タ
ユ
ヘ
ニ
御
入
滅
後
栴
檀
ノ
薪
ヲ
以

テ
。
御
尊
骸
ヲ
荼
毘
ダ

ビ

シ
タ
テ
マ
ツ
レ
バ
三
石
六
斗
ノ
舎
利

ヲ
遺
ノ
コ
ラ
セ
ラ
レ
テ
。
御
舎
利
デ
衆
生
ヲ
利
益
シ
玉
フ
事
ガ
又

広
大
な
事
ヂ
ヤ
。巻

一
「
胎
生
五
由
ノ
事
」
11
オ
〜
12
オ

い
ず
れ
も
耳
に
入
り
や
す
い
説
明
だ
が
、
繰
り
返
し
「
無
而

忽
有
ト
化
生
」
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
が
「
四
生
（
胎

生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
）」
の
一
つ
で
あ
る
「
化
生
」
の
生
ま

れ
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
岩
波
仏
教
辞
典
』
の

「
化
生
」
の
項
に
、「
四
生
の
中
の
１
種
。
母
胎
や
卵
殻
な
ど
の

何
ら
か
の
拠
り
所
か
ら
生
ま
れ
出
る
の
と
異
な
り
、
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
忽
然
と
し
て
出
生
す
る
生
ま
れ
方
、
お
よ
び
そ
の

生
物
」（
傍
点
田
口
）
と
す
る
説
明
と
、「
無
而
忽
有
」
の
語
義

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
掲
の
私
の
解
釈
は

正
し
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、「
自
然
化
生
」
と
「
無
而
忽
有
ト
化
生
」
と
い

う
言
い
方
が
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
が

ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
る
こ
と
の
一
証
と
言
う
べ
き
だ
が
、
自
然

居
士
が
自
ら
を
「
自
然
と
化
生
し
た
居
士
」
あ
る
い
は
「
無
而

忽
有
と
化
生
し
た
居
士
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。「
親
も
無
く
自
然
と
こ
の
世
に
出
生
し
た
者
」
と
自

称
す
る
事
か
ら
考
え
合
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
世
阿
弥
の
『
三
道
』

で
「
放
下
に
は
、
自
然
居
士
・
花
月
・
東
岸
居
士
・
西
岸
居
士

な
ど
の
遊
狂
」
と
言
い
、
ま
た
「
放
下
。
・
・
・
自
然
居
士
・

花
月
」
と
い
う
よ
う
に
自
然
居
士
と
並
列
さ
れ
る
花
月
を
シ
テ

と
す
る
能
〈
花
月
〉
の
冒
頭
の
上
歌
で
あ
る
。

生
ま
れ
ぬ
先
の
身
を
知
れ
ば
、
生
ま
れ
ぬ
先
の
身
を
知
れ

ば
、
あ
は
れ
む
べ
き
親
も
な
し
、
親
の
な
け
れ
ば
わ
が
た

め
に
、
心
を
留
む
る
子
も
な
し
。
千
里
を
行
く
も
遠
か
ら

ず
、
野
に
臥
し
山
に
泊
ま
る
身
の
、
こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
住

み
か
な
る
、
こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
住
み
か
な
る
。

岩
波
古
典
大
系
『
謡
曲
集
』
下
、
297
頁

〈
花
月
〉
で
は
、
シ
テ
花
月
の
父
で
あ
る
旅
僧
が
謡
う
上
歌

で
あ
る
。
観
世
流
な
ど
上
掛
の
〈
花
月
〉
で
は
、
旅
僧
は
子
供

が
い
な
く
な
っ
て
、「
こ
れ
を
出
離
の
縁
と
思
ひ
、
か
や
う
の
姿

と
な
り
て
諸
国
を
修
行
仕
り
候
」
と
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
こ
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の
上
歌
の
前
半
の
意
味
は
「
煩
悩
や
罪
業
の
縁
で
種
々
の
姿
を

か
り
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
以
前
の
、
平
等
無
差
別
な
万
物
本

来
の
実
体
を
悟
っ
て
し
ま
え
ば
、
親
子
肉
親
の
情
に
心
を
迷
わ

す
こ
と
は
な
く
な
り
、
同
時
に
自
分
の
た
め
に
心
を
か
け
て
く

れ
る
子
が
い
る
と
も
思
い
は
し
な
い
の
だ
」（
大
系
頭
注
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
後
半
の
、
千
里
を
旅
し
、
野
山
に
泊
ま
る
の

が
自
ら
の
境
涯
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
続
く
こ
と
に
な
る
。

下
掛
の
流
派
で
は
ワ
キ
僧
は
「
諸
国
修
行
」
で
は
な
く
、「
わ
が

子
の
行
方
を
尋
ね
る
た
め
都
に
上
る
と
い
う
」（
大
系
頭
注
）
の

で
、
上
歌
の
内
容
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
子
を

探
す
こ
と
を
諦
め
て
い
る
僧
（
上
掛
）、
と
子
を
探
す
旅
を
続
け

て
い
る
僧
（
下
掛
）
と
、
ど
ち
ら
が
本
来
の
姿
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
表
面
的
に
見
れ
ば
、
悟
り
を
開
い
た
僧
が
俗
世
の
子
を
探

す
と
い
う
の
は
矛
盾
で
あ
っ
て
、
上
掛
の
方
が
正
し
い
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
能
が
展
開
し
て
ゆ
き
、
僧
は
シ
テ
花
月

が
我
が
子
で
あ
る
こ
と
に
第
七
段
で
気
づ
く
。
大
系
所
収
「
元

頼
識
語
本
」
に
よ
れ
ば
、「
名
の
っ
て
逢
は
ば
や
と
思
ひ
候
」
と

僧
は
言
い
、
花
月
と
問
答
す
る
。

ワ
キ
「
い
か
に
花
月
に
申
す
べ
き
こ
と
の
候

シ
テ
「
な
に
ご
と
に
て
候
ふ
ぞ

ワ
キ
「
お
ん
身
は
い
づ
く
の
人
に
て
わ
た
り
候
ふ
ぞ

シ
テ
「
こ
れ
は
筑
紫
の
者
に
て
候

ワ
キ
「
さ
て
な
に
ゆ
ゑ
か
や
う
に
諸
国
を
ば
お
ん
巡
り

候
ふ
ぞ

シ
テ
「
わ
れ
七
つ
の
年
彦
の
山
に
登
り
し
が
、
天
狗
に

取
ら
れ
て
か
や
う
に
諸
国
を
巡
り
候

ワ
キ
「
さ
て
は
疑
ふ
と
こ
ろ
な
し
、
こ
れ
こ
そ
父
の
左

衛
門
の
尉
家
次
よ
見
忘
れ
て
あ
る
か

こ
こ
で
は
、
ワ
キ
僧
は
自
ら
の
俗
世
の
名
を
明
か
し
、
父
と

名
の
る
。
問
答
部
分
が
ど
れ
ほ
ど
原
形
を
保
っ
て
い
る
か
に
は

疑
問
を
残
す
が
、
こ
の
形
に
従
う
限
り
、
親
も
子
も
な
い
と
悟

っ
て
い
た
僧
と
い
う
上
掛
の
特
徴
は
な
く
、
下
掛
の
、
も
と
も

と
子
を
尋
ね
て
い
た
僧
と
い
う
設
定
の
方
が
矛
盾
が
な
い
。
し

か
も
、
世
阿
弥
時
代
の
親
子
別
離
を
描
く
手
法
と
矛
盾
が
な
い

の
は
、
下
掛
の
造
形
の
筈
な
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
上
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
の
疑
問
が
出
て
く

る
。
旅
僧
の
境
涯
と
い
う
設
定
を
離
れ
て
、
こ
の
上
歌
の
本
来

の
意
味
を
考
え
れ
ば
、「
未
生
以
前
の
姿
を
知
れ
ば
、
自
分
は
親

で
あ
り
子
で
あ
る
と
い
う
因
縁
を
超
越
し
た
自
然
化
生
の
存
在

で
あ
っ
て
、
住
み
か
を
定
め
ず
野
山
に
臥
し
て
修
行
す
る
」
と
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い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
上
歌
は
父
旅

僧
の
境
涯
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
居
士
と
並
列
さ
れ

て
い
た
シ
テ
花
月
の
境
涯
を
述
べ
た
も
の
と
す
る
方
が
妥
当
と

考
え
ら
れ
る
。
花
月
は
父
旅
僧
の
問
い
に
答
え
て
、「
わ
れ
七
つ

の
年
彦
の
山
に
登
り
し
が
、
天
狗
に
取
ら
れ
て
か
や
う
に
諸
国

を
巡
り
候
」
と
答
え
、
後
の
キ
リ
の
段
で
も
山
々
を
巡
っ
た
記

憶
を
述
べ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
証
拠
は
な
い
こ
と
な
が
ら
、

本
来
は
放
下
で
あ
る
花
月
の
自
己
紹
介
と
し
て
そ
の
登
場
段
に

あ
っ
た
も
の
が
、
移
動
流
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
な
お
、

同
一
の
詞
章
が
能
〈
卒
都
婆
小
町
〉
の
ワ
キ
僧
た
ち
の
登
場
段

上
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
僧
は
ま
っ
た
く
親
子

の
問
題
に
は
関
わ
り
が
な
い
。
悟
り
を
開
い
た
旅
僧
で
あ
る
と

い
う
程
度
の
内
容
と
し
て
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
流

用
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
勿
論
こ
れ
は
、〈
卒
都
婆
小
町
〉
の

こ
の
部
分
が
観
阿
弥
原
作
に
は
な
く
、
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と

い
う
観
点
で
の
判
断
で
あ
る
。

本
題
に
戻
っ
て
、
参
考
に
な
る
の
は
、「
無
而
忽
有
」
を
「
ム

ニ
コ
ツ
ウ
」
と
音
読
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
思
え
ば
自
然
居

士
の
歌
の
そ
れ
も
「
無
而
忽
有
た
る
」
と
形
容
動
詞
タ
リ
活
用

と
し
て
読
め
る
表
記
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
「
無
而
忽
有
」

は
音
読
す
る
事
に
な
る
。
意
味
は
前
に
推
量
し
た
「
無
よ
り
生

れ
た
る
」
で
あ
っ
て
も
、
読
み
と
し
て
は
「
む
に
こ
つ
う
た
る
」

で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
大
法
」
の
こ
と

能
〈
自
然
居
士
〉
の
第
八
段
、
人
商
人
に
身
を
売
っ
た
女
を

救
出
す
る
た
め
、
琵
琶
湖
畔
へ
向
か
っ
た
自
然
居
士
は
、
今
ま

さ
に
出
船
し
よ
う
と
し
て
い
た
人
買
い
舟
に
乗
り
込
む
。
身
の

代
の
小
袖
は
返
し
た
の
だ
か
ら
女
を
返
し
て
欲
し
い
と
言
う
居

士
と
人
商
人
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
交
わ
さ
れ
る
。

人
商
人
「
参
ら
せ
た
う
は
候
へ
ど
も
、
こ
こ
に
笑
止
が
候

よ
。

居
士
「
な
に
ご
と
に
て
候
ふ
ぞ
。

人
商
人
「
さ
ん
候
わ
れ
ら
が
中
に
大
法
の
候
。
そ
れ
を
い

か
に
と
申
す
に
、
人
を
買
ひ
取
り
て
ふ
た
た
び
返
さ
ぬ

法
に
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
え
参
ら
せ
候
ふ
ま
じ
。

居
士
「
委
し
く
承
り
候
。
ま
た
わ
れ
ら
が
中
に
も
堅
き
大

法
の
候
。
か
や
う
に
身
を
徒
ら
に
な
す
者
に
行
き
逢
ひ
、

も
し
助
け
得
ね
ば
ふ
た
た
び
庵
室
に
帰
ら
ぬ
法
に
て
候

ふ
ほ
ど
に
、
そ
な
た
の
法
を
も
破
り
申
す
ま
じ
、
ま
た
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こ
な
た
の
法
を
も
破
ら
れ
申
し
候
ふ
ま
じ
。
所
詮
こ
の

者
と
連
れ
て
奥
陸
奥
の
国
へ
は
下
る
と
も
、
舟
よ
り
は

ふ
つ
に
下
り
ま
じ
く
候
。

「
大
法
」
は
「
掟
・
約
束
」
の
意
で
あ
る
。
人
商
人
が
一
旦

買
い
取
っ
た
者
を
事
情
に
配
慮
し
て
返
し
て
い
た
ら
人
買
い
稼

業
は
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
「
大
法
」
で

あ
る
と
称
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
そ

の
言
葉
を
受
け
た
、
自
然
居
士
の
言
う
「
大
法
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
従
来
は
、
新
潮
古
典
集
成
の
頭
注
に
「
鸚
鵡
返
し
に
即
席

の
大
法
問
答
で
応
酬
」
と
す
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
て
根
拠
の

あ
る
言
葉
で
は
な
く
、
居
士
の
機
知
に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ

て
い
た
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
巻
所
収
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』

を
繙
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
巻
六
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
戒
が
あ

っ
た
。見

厄
不
救
戒
第
三
十
一

初
制
意
者
、
菩
薩
見
衆
生
在
厄
、
理
応
殞
命
救
済
。
何
容

見
自
所
尊
三
宝
二
親
悪
人
所
売
而
不
救
贖
。
故
須
制
也
。

別
弁
亦
有
違
三
聚
。
義
可
知
。（
二
〜
七
省
略
）

八
釈
文
者
、
文
中
有
四
、
一
挙
厄
事
、
二
名
所
尊
在
中
、

三
制
令
救
贖
、
四
故
違
結
犯
、
初
中
仏
言
者
、
以
是
別
品

之
首
故
標
斯
語
、
於
中
先
明
厄
時
、
謂
以
仏
在
世
時
無
此

事
故
云
仏
滅
後
也
。
雖
仏
滅
後
、
然
信
心
性
厚
之
世
無
此

事
、
故
云
悪
世
中
、
次
明
作
礼
人
有
三
、
一
外
道
以
邪
信

故
、
二
悪
人
以
不
信
故
、
三
劫
賊
以
求
物
故
、
二
売
仏
下

明
尊
在
厄
、
略
挙
三
位
一
仏
等
形
像
、
謂
或
但
将
売
或
欲

融
毀
、
皆
須
救
贖
、
言
父
母
像
者
、
己
父
母
形
像
為
他
所

売
、
又
釈
謂
、
仏
菩
薩
尊
重
如
父
母
、
非
謂
二
親
形
像
、

二
売
経
律
、
三
売
僧
等
、
有
四
人
、
一
僧
、
二
尼
、
三
在

家
菩
薩
、
四
出
家
菩
薩
、
故
云
道
人
也
。
言
或
官
等
、
明

所
売
二
処
、
謂
或
入
官
、
或
一
切
人
作
奴
婢
也
、
三
而
菩

薩
下
明
制
令
救
贖
、
謂
見
已
生
慈
為
救
囚
、
方
便
等
救
縁
、

若
彼
須
物
、
応
処
処
乞
索
教
以
贖
之
、
四
若
不
贖
下
明
故

違
結
犯
可
知
。

（
648
・
649
頁
）

「
厄
を
見
て
救
は
ざ
る
戒
」
と
い
う
標
題
が
ま
ず
気
に
な
り
、

次
に
「
何
ぞ
自
ら
尊
ぶ
所
の
三
宝
二
親
悪
人
の
売
る
所
と
な
る

を
容
見
し
て
救
ひ
贖
は
ざ
ら
ん
」、
あ
る
い
は
「
一
切
の
人
奴
婢

と
作
す
（
こ
れ
は
一
切
の
人
に
与
へ
て
奴
婢
と
作
す
の
意
だ
っ

た
が
）」
と
さ
れ
る
部
分
が
〈
自
然
居
士
〉
の
「
大
法
」
に
関
わ

り
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
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『
梵
網
経
』
は
最
澄
に
よ
り
大
乗
戒
壇
設
立
の
根
拠
と
さ
れ

（
岩
波
仏
教
辞
典
）、
以
来
「
梵
網
戒
」
と
称
さ
れ
て
天
台
系
で

特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
天
台
系
禅
者
と
目
さ
れ
る
自
然
居
士

も
、
こ
の
戒
法
の
中
に
生
き
て
い
た
筈
な
の
で
あ
る
。
前
引

「
見
厄
不
救
戒
」
は
、『
梵
網
経
』
の
十
重
四
十
八
軽
戒
の
「
第

三
十
一
軽
戒
」
の
解
釈
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。「
第
三
十
一
軽

戒
」
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。（
石
田
瑞
麿
氏
『
梵
網
経
』
大

東
出
版
　
昭
46
よ
り
引
用
）

仏
言
、
仏
子
、
仏
滅
度
後
於
悪
世
中
、
若
見
外
道
一
切
悪

人
劫
賊
売
仏
菩
薩
父
母
形
像
、
販
売
経
律
、
販
売
比
丘
比

丘
尼
、
亦
売
発
心
菩
薩
道
人
、
或
為
官
使
、
与
一
切
人
作

奴
婢
者
、
而
菩
薩
見
是
事
巳
、
応
生
慈
心
方
便
救
護
処
処

教
化
、
取
物
贖
仏
菩
薩
形
像
、
及
比
丘
比
丘
尼
発
心
菩
薩

一
切
経
律
、
若
不
贖
者
、
犯
軽
垢
罪
。

仏
言
く
、「
仏
子
、
仏
滅
度
の
後
、
悪
世
の
中
に
於
て
も

し
外
道
・
一
切
の
悪
人
・
劫
賊
の
、
仏
菩
薩
な
る
父
母

の
形
像
を
売
り
、
経
律
を
販
売
し
、
比
丘
・
比
丘
尼
を

販
売
し
、
ま
た
発
心
の
菩
薩
道
人
を
売
り
て
、
或
は
官

使
を
な
し
、
一
切
の
人
に
与
へ
て
奴
婢
と
作
す
を
見

て
は
、
し
か
も
菩
薩
、
こ
の
事
を
身
巳
り
て
、
応
に
慈

心
を
生
じ
て
、
方
便
救
護
し
、
処
処
に
教
化
し
、
物
を

取
り
て
仏
菩
薩
の
形
像
、
及
び
比
丘
・
比
丘
尼
・
発
心

の
菩
薩
・
一
切
の
経
律
を
贖
ふ
べ
し
。
も
し
贖
は
ず
ん

ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
。」（
207
頁
）

こ
こ
に
言
う
「
発
心
の
菩
薩
道
人
」
の
中
に
、「
見
厄
不
救
戒
」

に
見
え
る
「
三
在
家
菩
薩
、
四
出
家
菩
薩
」
が
含
ま
れ
る
。

石
田
氏
は
こ
の
戒
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

第
三
十
一
戒
は
、
自
ら
が
尊
崇
し
て
い
る
も
の
の
売
ら
れ

よ
う
と
す
る
の
を
見
た
場
合
、
そ
れ
を
買
い
取
っ
て
救
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
僧

俗
の
七
衆
に
対
し
て
制
し
た
も
の
で
、
人
の
厄
難
を
見
て

は
生
命
を
賭
し
て
も
救
お
う
と
す
る
の
が
菩
薩
の
心
で
あ

る
か
ら
、
在
家
・
出
家
に
よ
り
手
段
・
方
法
に
差
は
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
積
極
的
に
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
208
頁
）

大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
巻
所
収
の
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』
・

『
菩
薩
戒
本
疏
』
・
『
梵
網
経
古
迹
記
』
な
ど
を
見
て
も
そ
の
趣

旨
は
変
わ
ら
な
い
。
仏
像
・
経
論
等
に
局
限
せ
ず
、
悪
人
に
売

ら
れ
る
者
を
救
い
贖
な
う
の
が
僧
た
る
者
の
責
務
と
い
う
考
え

が
、
こ
の
戒
を
基
盤
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
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ろ
う
。
自
然
居
士
の
大
法
は
、
天
台
系
仏
徒
な
ら
ば
、
そ
の
場

で
考
え
つ
い
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
出
て
く
る
セ

リ
フ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

付
〈
自
然
居
士
〉
の
演
出
か
ら

現
行
曲
と
し
て
の
〈
自
然
居
士
〉
は
人
気
曲
の
一
つ
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
観
る
た
び
に
違
和
感
を
覚
え
る
演

出
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
説
法
段
に
お
け
る
諷
誦
文
の
読
み
上
げ
中
断
に
つ
い
て

自
然
居
士
が
高
座
に
上
が
り
、
女
児
が
捧
げ
た
諷
誦
文
を
読

み
始
め
る
。

﹇
諷
誦
文
﹈
敬
つ
て
白
す
請
く
る
諷
誦
の
こ
と
、
三
宝

衆
僧
の
お
ん
布
施
一
裹
、
右
志
す
と
こ
ろ
は
二
親
精
霊

頓
証
仏
果
の
た
め
、
蓑
代
衣
一
襲
ね
、
三
宝
に
供
養
じ
奉

る
。
か
の
西
天
の
貧
女
が
一
衣
を
僧
に
供
ぜ
し
は
、
身
の

後
の
世
の
逆
善
、
今
の
貧
女
は
親
の
た
め
、

﹇
上
ゲ
哥
﹈
蓑
代
衣
恨
め
し
き
、
蓑
代
衣
恨
め
し
き
、
憂

き
世
の
中
を
疾
く
出
で
て
、
先
考
先
妣
諸
共
に
、
同
じ
台

に
生
ま
れ
ん
と
、
読
み
上
げ
給
ふ
自
然
居
士
、
墨
染

め
の
袖
を
濡
ら
せ
ば
、
数
の
聴
衆
も
色
々
の
、
袖
を
濡
ら

さ
ぬ
人
は
な
し
、
袖
を
濡
ら
さ
ぬ
人
は
な
し
。

岩
波
古
典
大
系
の
演
出
注
で
は
、「
敬
っ
て
白
す
」
で
「
状
を

読
む
」、「
供
養
じ
奉
る
」
で
「
こ
こ
ま
で
は
諷
誦
文
、
以
下
は

自
然
居
士
の
感
慨
」（
頭
注
）、「
か
の
西
天
の
」
で
「
状
を
お
ろ

し
、
感
慨
を
見
せ
て
」、「
今
の
貧
女
は
親
の
た
め
」
で
「
ま
た

状
を
捧
げ
」、「
蓑
代
衣
」
で
「
続
き
を
読
む
」、「
読
み
上
げ
給

ふ
」
で
「
状
を
お
し
頂
き
」
と
す
る
。
新
潮
古
典
集
成
『
謡
曲

集
』
で
は
「
読
み
上
げ
給
ふ
」
で
「
状
を
押
し
頂
き
折
り
返
し

持
ち
」、「
墨
染
め
の
袖
を
」
で
「
涙
を
押
え
状
を
巻
き
下
へ
捨

て
る
」
と
す
る
。
現
行
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
に
進
行
す
る
の
だ
が
、

私
も
前
掲
②
論
で
、
一
般
の
説
に
従
っ
て
、「
居
士
は
「
西
天
の

貧
女
」
と
「
今
の
貧
女
」
と
を
対
比
さ
せ
る
」
と
解
し
た
。
今

考
え
る
に
、
こ
の
「
居
士
の
感
慨
」
と
い
う
解
は
現
行
演
出
に

引
き
ず
ら
れ
た
も
の
で
、
本
来
は
こ
の
部
分
も
諷
誦
文
の
一
部

分
だ
っ
た
と
解
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の

演
出
と
し
て
は
「
状
を
（
お
ろ
さ
ず
）
読
み
続
け
る
」
と
い
う

演
技
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
諷
誦
文
の
読
み
上
げ
が
居
士
と
聴
衆
の
涙
に
よ

っ
て
中
断
し
た
時
は
、
あ
く
ま
で
も
諷
誦
文
の
段
は
中
断
で
あ

っ
て
終
了
で
は
な
い
。「
状
を
巻
き
下
へ
捨
て
る
」
と
い
う
演
出
、
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特
に
「
捨
て
る
」
と
い
う
所
作
は
適
当
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
上
掛
で
は
こ
の
中
断
の
間
、
舞
台
は
時
間
が
凍
結
さ
れ
、

東
国
方
の
人
商
人
が
登
場
し
、
名
乗
り
、
説
法
の
場
へ
乱
入
し

て
く
る
こ
と
に
な
る
。「
下
掛
は
曲
の
冒
頭
に
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ

の
名
乗
り
と
問
答
が
あ
る
」（
大
系
頭
注
）
の
で
、
こ
こ
で
は
時

間
の
凍
結
問
題
は
な
く
な
る
の
だ
が
、
上
掛
の
演
出
に
沿
っ
て

進
行
さ
せ
、
し
か
も
時
間
の
凍
結
を
し
な
い
で
済
む
方
法
は
た

だ
一
つ
で
あ
る
。
即
ち
、
狂
言
の
舞
台
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
同

時
進
行
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
観
阿
弥
時
代
、
能
が

よ
り
狂
言
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
時
間
も
凍
結
せ
ず
、
間
も

空
か
な
く
て
済
む
こ
の
演
出
を
採
用
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）「
人
買
い
」
・
「
一
櫂
」
問
答
の
存
在
意
義
に
つ
い
て

琵
琶
湖
畔
を
今
ま
さ
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
買
舟
の

船
頭
（
人
商
人
）
と
、
遠
く
そ
れ
を
見
つ
け
た
居
士
と
の
間
に
、

「
人
買
い
」
・
「
一
櫂
」
問
答
が
あ
る
。
居
士
が
「
そ
の
人
買
ひ

舟
へ
も
の
申
さ
う
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
人
商
人
が
「
あ

あ
音
高
し
」
と
咎
め
、
居
士
が
「
ひ
と
か
ひ
」
と
い
う
の
は

「
そ
の
舟
漕
ぐ
櫂
」
の
こ
と
だ
と
取
り
な
し
た
事
か
ら
始
ま
る
一

連
の
問
答
で
あ
る
。

大
系
も
新
潮
も
、
ま
ず
居
士
が
舟
を
見
つ
け
た
場
所
は
三
ノ

松
付
近
と
し
、「
扇
で
招
き
な
が
ら
舞
台
へ
進
み
」、「
わ
れ
も
旅

人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」
で
「
常
座
に
立
っ
て
」、
そ
れ
以
降
の
、
今

問
題
に
し
て
い
る
「
人
買
い
」
・
「
一
櫂
」
問
答
に
お
け
る
居

士
の
位
置
は
常
座
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
し
ゃ
れ
た
言
葉
争
い

の
問
答
は
、
本
来
は
、
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
人
買
舟
の
出

発
を
遅
ら
せ
、
居
士
が
舟
に
近
づ
く
た
め
の
策
略
と
し
て
の
問

答
と
解
す
べ
き
も
の
で
、
居
士
が
こ
の
部
分
の
前
に
早
々
と
常

座
に
到
着
し
て
し
ま
っ
て
は
面
白
さ
が
半
減
す
る
。
急
い
で
駆

け
つ
け
た
い
所
を
、
面
白
い
問
答
で
煙
に
巻
き
な
が
ら
、
気
づ

か
れ
ぬ
よ
う
に
居
士
が
舟
に
近
づ
く
と
い
う
よ
う
に
あ
り
た
い

の
で
あ
る
。
最
近
気
づ
い
た
所
で
は
、
梅
若
六
郎
師
の
演
出
が

こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
演
者
も
そ
う
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
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